　今月の樹「ハリエンジュ」
　身近にありながら、この樹ほど名前が混同されて用いられている例も少ないであろう。標準和名の「ハリエンジュ」は槐の樹に似て枝に刺があることから付けられたものであろうが、明治期初期に日本に輸入された当初は、アカシアと呼んでいた。後に本来のアカシア（マメ科ネムノキ亜科アカシア属）の仲間が日本に輸入されるようになり、区別するためにニセアカシアとよばれるようになった。この名は種小名のpseudoacacia（「偽のアカシア」）を直訳したものであるとされる。しかし、今でも混同されることが多いが、本来のアカシアの花は放射相称の形状で黄色く、ニセアカシア（ハリエンジュ）の白い蝶形花とは全く異なる。
ハリエンジュ(Robinia pseudoacacia) は北米原産のマメ科ハリエンジュ属の落葉高木で高さ１５ｍほどになる。日本には1873年に渡来した。北アメリカ原産ではあるが、ヨーロッパや日本など世界各地に移植され、野生化している。
樹皮は淡褐色、縦の深い割れ目が目立つ。枝はもろく、太い枝でも折れやすい。新枝には稜があり、しばしば托葉の変化した刺がある。この刺は幼木では多く見られ、動物による食害から若木を守る術とされる。
葉は互生し、長さ１５～２５cmの奇数羽状複葉で小葉は楕円形でやや薄くほぼ対生する。
花期は５～６月で葉腋から長さ１０～１５cm
ほどの房状の花序をを垂らし、香りの良い白色の蝶型花を多数つける。花の長さは約２cmでがくは広鐘型で有毛。
　果実は豆果で長さ５～１０ｃｍ、平たい。鞘は無毛。１０月ごろに成熟，裂開して３～１０個の種子をだす。
＊ハリエンジュはきれいな花が咲き、観賞用として価値が高いことから街路樹や公園にも植えられるが、幹に鋭い棘があり剪定しにくく、根から不定芽が多数だすこと、風で倒れやすいなどの理由で最近ではこのような用途にはあまり利用されない。一方でマメ科植物特有の根粒菌との共生のおかげで成長が早く、他の木本類が生育できない痩せた土地や海岸付近の砂地でもよく育つ特徴がある。このため、古くから
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治山、砂防など現場で活用されており、日本のはげ山、荒廃地、鉱山周辺の煙害地などの復旧に大きく貢献してきた。
　また、養蜂家にとっては重要な蜜源で、全国３位の生産高を誇る長野県ではその８割がいわゆる「アカシアの花」を蜜源にしているといわれている。
　一方で、ハリエンジュは近年、本来の在来植生を乱すなどの理由で、緑化資材に用いることが問題視され来ている。即ちハリエンジュが侵入したことで、アカマツやクロマツなどのマツ林、ヤナギ林が減少し、海岸域や渓畔域の景観構造を大きく改変させていることが確認されている。単独で木本の生物多様性を低下させるだけでなく、好窒素性草本やつる植物をともなって優占し、植生を独自の構成に変えてしまうとされる。また、カワラノギクやケショウヤナギなどの希少種の生育を妨害することも確認されている。ただ、本種ほどの利点を備え持つ樹種が少ないことから、代替資材の選定が困難なものともなっている。ただ、その強い生命力ゆえのマイナス面も存在する。一度、ハリエンジュを植樹してしまうと抜根や薬剤注入をしない限り除去が困難になること、また、高木化するため薄い土壌の斜面に植樹した場合、極めて倒れやすくなることなどの性質があり、これらを良く理解して導入する必要があるとされる。　　　2007年秋には天竜川、千曲川流域の河川敷で伐採作業が行われ、養蜂業者との間で保全問題が発生した。

